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考古学データベース：南米の経験
-文化遺産の管理と調査への応用-

主催：奈良文化財研究所　文化財情報研究室

この発表では、アルゼンチンの考古学デジタルデー
タをFAIR原則（検索しやすく、アクセスしやすく、相
互運用しやすく、再利用しやすく）に従って公開する
過程について述べる。特に、考古学におけるオープン
アクセス情報の可能性と強み、また使用する際に直面
する課題と挑戦についても触れる。また、BADACor
(コルドバ遺跡データベース)をアルゼンチン中部の
オープンデジタルリソースの例として挙げ、南米に
おける考古学のオープンデジタルエコシステムの設立
について議論する。その中で、BADACorを研究・調査
に使用した例、また先住民コミュニティが再利用した
例も発表する。
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